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らはHanson and Pratt, 1995にまとめられている),その
中で､この論文は,それらの前提となる理論的な枠組
みを中心に考察した研究となっている(HansonとPratt
の1980年代の研究展開については､吉田1993,pp.53-
55参照)｡
地理学において｢職場｣ ｢家庭｣は､社会地理学と
経済地理学の分離により､従来別々に研究されてきた｡
都市地理学におけるモデルでは, ｢職場｣ ｢家庭｣を
それぞれ空間における単なる点としてのみ扱い､ ｢家
庭｣よりも｢職場｣の重要性をアプリオリに認めてき
た｡また,一人の男性の稼ぎ手.一人の主婦を暗黙の
うちの前提としていた｡これは､都市のモデルの研究
者が､白人中産階級の男性であり､彼らの経験のみが
客観的なモデルとして作られていくという男性中心主
義が根底に存在しているためである｡そして,それら
のモデルが実際に都市計画などに応用されることによ
り男性中心的な視点による都市の構造が,再生産され
ることとなる｡著者らは｢職場｣と｢家庭｣を別々の
存在として,また男性中心主義的に取り扱うのではな
く､都市地理学は職住両者の相互関係を研究すること
こそが､必要であると主張した｡これらの批判は,理
論的な点からなされただけで､実際的に,アメリカ合
衆国にj引ナる1980年代以降の共稼ぎや片親の増加と
いう現実が､少なくとも1970年代以前の都市地理学
の前提においてきた家族像と合致しなくなっていると
いう点から指摘がなされていることで,非常に説得力
のある｡
また,職住関係を取り扱うための視点として､ ｢職
場｣と｢家庭｣の意味を再検討し､単なる空間的な通
勤距離に還元されない文脈的な問題を明らかにするこ
との重要性を著者らは強調している｡これは､ ｢生産｣
と｢再生産｣を統合した分析を行うために,世帯や近
隣を含むさまざまな家庭に関わる社会的関係､産業構
造や生産システムの変化などの職場内部の関係､また
｢家庭｣や｢職場｣の立地する場所のローカリティを
解釈することによって行なわれる｡
この視点は､ 1970年代後半から1980年代前半に台
頭したリベラルフェミニズムに基づく通勤時間･通勤
距離と男女の職業分化の関連を示した研究と明確に一
線を画す点である｡女性就業と物理的な通勤距離(距離
摩擦)に関する研究は,ユニバーサルな距離といった変
数を元に抽象的に｢女性｣を取り扱うという点で,結
果的には男性中心主義的な枠組みに基づいて研究が行
われたことが問題となった｡個別の女性の状況を捨象
することなく､さらには女性の間の差異を認識して､
明らかにする一つの方法として､それぞれの女性の経
験を人種･民族･階級の違いや家族の中の状況､個々
人の生活の差異､また場所の差異と結びつけて解釈す
ることが重要であると著者らは考えている｡こうした
女性の間の差異をめ(･つてなされる論は,より明確に
は著者らの1990年代以降の論文において示されてい
くこととなるが､ 】988年に報告された論文において､
すでにその原点が示されている点で,興味深い｡
現在までのフェミニズム地理学は､多様な流れを見
せており,単線的な歴史を描いていない｡著者らは､
経験主義的な研究の枠組みを保ちつつも､女性の中の
差異を認識し､ポストモダンフェミニズムの動向も見
据えた展開を行なおうとしている(Hm肌d Pratt.
1995)｡さて,日本の研究動向をみてみると､女性の行
動を対象とした時間地理学的研究,女性の職場･居住
地､通勤距離などの検討･公共サービス研究が進展し
てきた｡しかしこれらの多くは､これまで取り上げら
れていなかった研究の対象として女性を扱うにとどま
る場合も多かった｡実証分析の方法においても, ｢職
場｣ ･ ｢家庭｣など女性の関わるさまざまな場所の持
つ意味やそれらの相互関係についてのより豊かな理解､
また女性の中のさまざまな差異までも含むような文脈
的な分析が行なわれているとは言い難い｡このような
現状を見るならば､この論文は､ 10年以上前に出され
たものであるが､その主張は依然として重要な意味を
持っているように思われる｡
